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RENGO しまね

雲南地区会議主催の第９３回雲南地区メーデーを、４月２７日（水）三刀屋文

化体育館アスパルで開催しました。（参加者数約180名）

新型コロナウイルス感染症の影響で３年ぶりの開催となりましたが、４月の県

内感染者数は増加傾向にあり、雲南保健所管内でも感染報告は有ったもの

の、松江や出雲保健所管内と比較し数値は低く、各構成組織や関係者のご

理解を得て開催することが出来ましたことにお礼申し上げます。

式典開始前には、労働運動、頻繁に発生している自然災害、そしてロシア

によるウクライナへの武力侵攻により犠牲となられた方々に対し、ご冥福をお

祈りし黙祷を捧げました。

式典では、主催者の黒川議長が幹事会を代表し挨拶をおこない、来賓代

表として、連合島根副会長 乗本克己 様と、雲南市議会議員 足立昭二 様

から挨拶をいただきました。

挨拶の後、メーデースローガンの確認とメーデー宣言（案）の採択をし、式

典の締めである団結ガンバローは、コロナ禍を反映し参加者は心の中で団結

ガンバローを三唱し式典を終えました。

式典終了後は、青年女性委員会による抽選会を開催し、コロナ感染前の一

喜一憂する賑やかな状況ではありませんでしたが、上位の豪華賞品抽選時

には、喜びと残念の声が小さく聞こえました。早くコロナ感染症が収束し、賑や

かなメーデーが開催出来ることを願うばかりです。

出雲保健所管内では、コロナ感染者数が増加傾向と

なり、 幹事会で検討した結果、３年連続となります

が中止の判断をしました。

連合島根第３８２回執行委員会において、「ウクライナ緊急支援カンパ」を実施することが確認されました。

※２月２４日にロシアはウクライナに軍事侵攻を開始し、今日まで多くの被害と民間人の尊い命が奪われている。連合島根はこの軍事

侵攻に対し、厳しく非難し、即時の作戦中止とロシア軍の撤退を求め、被害を受けられたウクライナの人々を支援していくための募金

活動を各地区メーデーを基本に募金活動を実施する取組みです。

【中部地協 各地区会議の取組み】

①雲南地区メーデーで支援カンパを実施した結果、１６，３５５円の浄

財が集まりました。ご協力いただいた皆さまにお礼申し上げます。

②出雲地区メーデー中止のため、支援カンパが実施出来ませんでした

が、出雲地区の各産別単組において、支援カンパに協力できる組織

は地協事務局までご一報願います。但し、産別で支援カンパを計画さ

れている場合は、産別の取組みを優先してご支援願います。

※受付期間：5月27日（金）まで。

皆さまから託された浄財は、連合本部に集約し現地への支

援にあてられます。


